
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Soolety 　of 　Obstetrlos 　and 　 Gyneoology

254（S−132） 凵産婦 誌 59巻 2号

生涯研修 プロ グラム 　ク リニ カル カン フ ァ レ ン ス （腫瘍領域）

3．婦人科癌再発例に対する治療

3）卵巣癌

久留米大学助教授 牛 嶋 公 生

　卵巣癌に対する初 回治療成績は
， 化学療法剤 の

進歩，手術器械，周術期管理技術 の 向上 に よ り，

全体の 40〜50％ の 症例が臨床 的寛解 に到達で き

る よ うに なっ た．しか しなが ら皿 ，W 期癌におい

て はそ の 80％ が再発する．卵巣癌の 原発巣は腹腔

内全体 であ り，その 再発の パ タ
ーン は さまざまで

ある ，また，
一旦再発 した後 の 生存曲線は プ ラ ト

ー

になるこ とはない ．つ ま り再発卵巣癌は治癒 を期

待する こ とが困難 な疾患 とい える．しか しなが ら，

再発の 時期，状況 に よ っ て は治療戦略の 適切 な選

択 に よ り生存期間の 延長が もた らされ る場合が あ

る ．

　当科 に おける 1990 年以 降の 再re　148症例 の 検

討か ら，初回治療終了か ら再発 まで の 期間が 6 ヶ

月以 降で ある こ と，孤在性の 病変で ある こ と
， 治

療に よ り二 次的な寛解が得 られ た症例 に再発以後

の 生存期間の 有意な延長が み られた．一
方，臨床

進行期や組織型 は，再発後の生存期間には影響 し

て い なか っ た，ただ し，6 ヶ 月以 内の 再発例は再発

形式の い ずれに よ らず予後不 良で あ っ た．

　再発卵巣癌 の 治療 に あた っ て は，化学療法の 臨

床試験 へ 症例 をリク ル ー トす る こ とも重要で ある

が，手術療法や放射線療法を も駆使 して
， 臨床的

無病へ 導 く努力が必要で あり， 初回治療とは異な

る個別化が必要で ある． しか し，治療法の 選択に

おい て は ， その 選択肢が患者 に とっ て無益 とな ら

ぬ よ う，QOL を考慮した慎重 な対応 と十分なイン

フ ォ
ーム ドコ ン セ ン トが求め られ る．
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